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食食食肉肉肉衛衛衛生生生検検検査査査所所所だだだよよよりりり      平成 21 年 12 月 

近年の中国製ギョーザ農薬混入事件等より、

消費者の食品に残留する有害物質への関心が

高まっています。福岡市食肉衛生検査所では、

ポジティブリスト制度※の施行により、と畜された

家畜の中から動物用医薬品の残留が疑わしい

ものをピックアップして、食肉への残留の有無を

検査しています。 

 検査には、微生物を用いる簡易検査と、質量

分析計（右の写真）と呼ばれる装置などを用い

て濃度測定を行う定量検査があります。これら

の検査がより効果的なものとなるよう、測定す

る医薬品を決める際には、家畜診療現場での

使用頻度を考慮しています。 

１１位位  アアンンピピシシリリンン（（抗抗生生物物質質））  

２２位位  セセフファァゾゾリリンン（（抗抗生生物物質質））  

３３位位  デデキキササメメササゾゾンン（（抗抗炎炎症症剤剤））  

４４位位  ベベンンジジルルペペニニシシリリンン（（抗抗生生物物質質））  

５５位位  ククロロルルテテトトララササイイククリリンン（（抗抗生生物物質質））  

ここれれらら全全てて検検査査可可能能！！  

家家畜畜診診療療現現場場のの状状況況にに合合わわせせたた適適切切なな検検査査のの実実施施にに努努めめてていいまますす  

※ポジティブリスト制度：原則としてすべての農薬・動物用医薬品が、一定量を超えて残留した食品の販売などを

禁止する制度。 

これら以外にも、当所では合計約４０種

の医薬品等について検査が可能です。

牛でよく使われている医薬品 

（H２１年度福岡市食肉市場搬入分について集計） 

高高高速速速液液液体体体クククロロロマママトトトグググラララフフフ質質質量量量分分分析析析計計計   

この装置は ppb という、小さい単位の濃度で

も測定できます。 

1ppb とは、縦５０ｍ×横２０ｍ×深さ１ｍのプ

ールいっぱいの水に小さじ３分の１杯の塩（１

グラム）を溶かした濃度です。 

おおお肉肉肉へへへののの医医医薬薬薬品品品ののの残残残留留留にににつつついいいててて検検検査査査ををを行行行っっっててていいいままますすす   
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